
  

 
 

 
2019年12月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        2019年８月９日

上場会社名 株式会社イボキン 上場取引所  東 

コード番号 5699 ＵＲＬ  https://www.ibokin.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）高橋 克実 

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役 （氏名）山崎 喜博 ＴＥＬ  0791（72）3531 

四半期報告書提出予定日 2019年８月９日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有        

四半期決算説明会開催の有無      ：有 （機関投資家・アナリスト向け） 

 

  （百万円未満切捨て）

１．2019年12月期第２四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期第２四半期 3,202 △3.4 238 49.2 254 52.7 170 50.4 

2018年12月期第２四半期 3,313 － 159 － 166 － 113 － 
 
（注）包括利益 2019年12月期第２四半期 171 百万円 （52.5％）   2018年12月期第２四半期 112 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年12月期第２四半期 99.38 － 

2018年12月期第２四半期 99.68 － 

（注）１．2017年度末より連結財務諸表を作成しているため、2018年12月期第２四半期の対前年度四半期増減率について
は記載しておりません。 

２．2018年２月28日開催の取締役会決議により、2018年３月30日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行って
おりますが、2018年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定してお
ります。 

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年12月期第２四半期 4,768 2,756 57.8 

2018年12月期 4,807 2,631 54.7 
 
（参考）自己資本 2019年12月期第２四半期 2,756 百万円   2018年12月期 2,631 百万円 

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会計
期間の期首から適用しており、前連結会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値
となっております。 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年12月期 － 0.00 － 27.00 27.00 

2019年12月期 － 0.00      

2019年12月期（予想）     － 30.00 30.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,487 0.3 405 44.4 407 28.3 275 23.5 160.90 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。 

詳細は、添付資料P.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：有 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料P.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期２Ｑ 1,713,600 株 2018年12月期 1,713,600 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期２Ｑ 110 株 2018年12月期 110 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期２Ｑ 1,713,490 株 2018年12月期２Ｑ 1,136,000 株 

（注）2018年２月28日開催の取締役会決議により、2018年３月30日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っ

ておりますが、2018年12月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しておりま

す。 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予測のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（４）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（決算補足説明資料の入手方法） 

 決算説明資料については、当社ウェブサイトに掲載しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基

調で推移したものの、米国や中国などの政策等に関する不確実性が増し、先行きについては不透明な状況が続いて

おります。

 このような経済情勢の下、当社グループの強みである解体事業を核とした工事現場から発生するスクラップの買

取り、産業廃棄物収集運搬及び中間処理までを一貫して完結する「ワンストップ・サービス」を中心とした営業展

開を推進し経営成績の確保に努めてまいりました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は3,202,452千円（前年同期比3.4％減）、営業利益は

238,264千円（同49.2％増）、経常利益は254,712千円（同52.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

170,287千円（同50.4％増）となりました。

 

 各セグメント別の状況は下記のとおりです。 

＜解体事業＞

 解体工事の需要は堅調に推移し、大型案件８件を含め完工件数は110件となりました。

 これらの結果、売上高は816,651千円（前年同期比10.4％増）、大型案件が重なったことにより営業利益は

100,660千円（同61.2％増）となりました。また、受注残高につきましても952,238千円と順調に推移しておりま

す。 

＜環境事業＞

 産業廃棄物処理受託及び再生資源販売の取扱高は顧客のニーズにあったサービスを提供をするなど販路拡大を展

開したことにより廃棄物処理受託数量15,266トン、再生資源販売数量8,676トンと堅調に推移しました。

 これらの結果、売上高は797,754千円（前年同期比12.0％増）、営業利益は84,023千円（同436.0％増）となりま

した。

＜金属事業＞

 スクラップの取扱高は30,171トンと堅調に推移しました。一方で、当第２四半期連結会計期間は鉄スクラップ価

格が海外市況下落の影響を受け、国内価格も大きく下落いたしました。銅・真鍮・ステンレス及びアルミについて

は若干の変動はあったものの、概ね堅調に推移致しました。

 これらの結果、売上高は1,588,046千円（前年同期比14.7％減）、営業利益は53,580千円（同34.3％減）となり

ました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は4,768,636千円となり、前連結会計年度末に比べて38,938千円減少

しました。流動資産は、現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末に比べて289,024千円減少の2,575,099千

円となりました。固定資産は、機械装置及び運搬具の増加等により、前連結会計年度末に比べて250,086千円増加の

2,193,537千円となりました。

（負債の部）

 当第２四半期連結会計期間末における負債は2,012,523千円となり、前連結会計年度末に比べて163,707千円減少

しました。流動負債は、買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べて85,170千円減少の1,052,543千円となり

ました。固定負債は、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べて78,536千円減少の959,980千円となり

ました。

（純資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べて124,768

千円増加し、2,756,112千円となりました。
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(３）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び預金同等物（以下「資金」という。）は、1,588,558千円となりまし

た。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は177,564千円となりました。

 これは、資金の増加として、税金等調整前四半期純利益254,654千円、減価償却費66,704千円、売上債権の減少額

61,299千円等があった一方、資金の減少として、仕入債務の減少額78,806千円、法人税等の支払額56,965千円等があ

ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は114,854千円となりました。

 これは、有形固定資産の取得による支出231,080千円、保険積立金の解約による収入103,886千円等によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果支出した資金は184,472千円となりました。

 これは、長期借入金の返済による支出79,528千円、社債の償還による支出50,000千円、配当金の支払額46,264千円

等によるものであります。

 

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、2019年２月14日付で公表しました当期の連結業績予想から変更ありません。

 なお、上記に記載した業績予想等は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績等は

様々な要因により異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,772,825 1,630,497 

受取手形及び売掛金 518,177 531,221 

完成工事未収入金 131,298 56,955 

商品及び製品 4,418 4,244 

仕掛品 5,263 3,618 

原材料及び貯蔵品 80,926 61,833 

未成工事支出金 203,373 227,012 

その他 147,961 59,819 

貸倒引当金 △120 △104 

流動資産合計 2,864,123 2,575,099 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 318,730 325,481 

機械装置及び運搬具（純額） 242,815 538,608 

最終処分場（純額） 75,152 73,673 

土地 856,650 856,650 

リース資産（純額） 57,244 52,873 

建設仮勘定 70,848 3,847 

その他 18,709 35,497 

有形固定資産合計 1,640,150 1,886,631 

無形固定資産    

のれん 7,891 6,677 

その他 13,574 12,727 

無形固定資産合計 21,465 19,404 

投資その他の資産    

投資有価証券 61,705 63,545 

保険積立金 165,755 170,895 

繰延税金資産 9,293 8,800 

その他 45,078 44,258 

投資その他の資産合計 281,834 287,501 

固定資産合計 1,943,450 2,193,537 

資産合計 4,807,574 4,768,636 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2019年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 286,951 194,811 

工事未払金 108,519 121,853 

1年内償還予定の社債 50,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 158,308 162,918 

未払金 88,137 93,855 

未払法人税等 75,768 95,991 

賞与引当金 28,330 55,740 

その他 341,699 327,372 

流動負債合計 1,137,714 1,052,543 

固定負債    

長期借入金 542,455 458,317 

長期未払金 178,529 178,529 

役員退職慰労引当金 214,067 222,349 

退職給付に係る負債 26,069 28,684 

資産除去債務 31,305 30,735 

その他 46,089 41,364 

固定負債合計 1,038,516 959,980 

負債合計 2,176,230 2,012,523 

純資産の部    

株主資本    

資本金 130,598 130,598 

資本剰余金 945,418 945,418 

利益剰余金 1,552,734 1,676,757 

自己株式 △231 △231 

株主資本合計 2,628,518 2,752,542 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,824 3,570 

その他の包括利益累計額合計 2,824 3,570 

純資産合計 2,631,343 2,756,112 

負債純資産合計 4,807,574 4,768,636 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 3,313,614 3,202,452 

売上原価 2,809,073 2,564,920 

売上総利益 504,541 637,531 

販売費及び一般管理費 344,852 399,267 

営業利益 159,689 238,264 

営業外収益    

受取利息 36 56 

受取配当金 283 253 

受取手数料 2,200 2,153 

受取保険金 － 10,480 

受取賃貸料 824 941 

保険解約返戻金 11,851 2,936 

その他 202 1,666 

営業外収益合計 15,398 18,488 

営業外費用    

支払利息 1,947 1,940 

上場関連費用 6,342 － 

その他 1 101 

営業外費用合計 8,291 2,041 

経常利益 166,795 254,712 

特別利益    

固定資産売却益 5,146 3,675 

特別利益合計 5,146 3,675 

特別損失    

固定資産除却損 0 3,733 

特別損失合計 0 3,733 

税金等調整前四半期純利益 171,942 254,654 

法人税等 58,704 84,367 

四半期純利益 113,237 170,287 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 113,237 170,287 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益 113,237 170,287 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,048 745 

その他の包括利益合計 △1,048 745 

四半期包括利益 112,188 171,033 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 112,188 171,033 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 171,942 254,654 

減価償却費 90,669 66,704 

のれん償却額 1,214 1,214 

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,640 27,410 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,022 2,614 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,933 8,282 

受取利息及び受取配当金 △319 △310 

受取保険金 － △10,480 

保険解約返戻金 △11,851 △2,936 

支払利息 1,947 1,940 

固定資産除売却損益（△は益） △5,146 57 

売上債権の増減額（△は増加） 26,852 61,299 

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,759 △2,726 

仕入債務の増減額（△は減少） △39,137 △78,806 

未払金の増減額（△は減少） △23,486 5,718 

その他 22,784 △109,099 

小計 335,826 225,538 

利息及び配当金の受取額 298 292 

保険金の受取額 － 10,480 

利息の支払額 △2,059 △1,780 

法人税等の支払額 △88,448 △56,965 

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,617 177,564 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △112,799 △231,080 

有形固定資産の売却による収入 5,170 2,589 

無形固定資産の取得による支出 △13,407 △1,273 

保険積立金の積立による支出 △10,177 △9,680 

保険積立金の解約による収入 － 103,886 

貸付けによる支出 △10,760 △320 

貸付金の回収による収入 8,363 2,529 

その他 △2,245 18,494 

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,856 △114,854 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 － 

長期借入れによる収入 70,000 － 

長期借入金の返済による支出 △86,076 △79,528 

社債の償還による支出 － △50,000 

リース債務の返済による支出 △8,763 △8,680 

配当金の支払額 － △46,264 

財務活動によるキャッシュ・フロー △74,839 △184,472 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,921 △121,762 

現金及び現金同等物の期首残高 639,098 1,710,321 

現金及び現金同等物の四半期末残高 674,019 1,588,558 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。 

 

（会計方針の変更）

（税金費用の計算方法の変更） 

 従来、当社及び連結子会社の税金費用につきましては、原則的な方法により計算しておりましたが、当社及び

連結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図るため、第１四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法に変更しております。

 なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

 従来、当社及び連結子会社の有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、定率法（ただ

し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備及び構築物については定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更してお

ります。 

 この変更は、当社の中期経営計画において策定した大型の設備投資を契機に有形固定資産の減価償却の方法を

再検討した結果、今後設備が長期にわたり安定的に稼働することが見込まれ、投資効果が平均的に生ずると見込

まれることから、定額法がより合理的と判断したことによるものであります。 

 この変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益がそれぞれ22,678千円増加しております。 

 

（追加情報） 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）   解体事業 環境事業 金属事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 739,442 712,226 1,861,946 3,313,614 － 3,313,614 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
32,785 117,674 6,164 156,624 △156,624 － 

計 772,227 829,901 1,868,110 3,470,239 △156,624 3,313,614 

セグメント利益 62,436 15,675 81,576 159,689 － 159,689 

（注） セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）   解体事業 環境事業 金属事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 816,651 797,754 1,588,046 3,202,452 - 3,202,452 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
31,607 83,312 10,059 124,979 △124,979 - 

計 848,258 881,067 1,598,105 3,327,431 △124,979 3,202,452 

セグメント利益 100,660 84,023 53,580 238,264 - 238,264 

（注）１. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、従来、当社

は有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間

より定額法に変更しております。

 この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間のセグメント

利益が、「解体事業」で7,349千円、「環境事業」で10,311千円、「金属事業」で5,017千円増加し

ております。
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